
支部長会の様子

会長挨拶

宮崎日本大学高等学校同窓会「宮桜会」だより 宮桜会ホームページ　http：//www.miyaoukai.com/

宮桜会が目指すもの
・卒業生から頼られる同窓会にする。
・各支部を通して、卒業生との交流を計る。
・卒業生として、学校が栄える為のサポートを行う。
・卒業生の就職相談センター（仮案）を作る。

現在の活動
・ホームページによる、情報提供。
・同窓会活動を活性化し、卒業生をサポート。
・学校のイベント等への協力。
・宮桜会独自のイベント（日大ワッショイ、同窓会等）を
定期的に行い、卒業生の親睦を計る。

第6回 ※懐かしい卒業生がいたら連絡して下さい。新年度がスタートしました。
　新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。卒業された皆様、進学・就職おめでとうございます。出会いと
別れの中、それぞれ目標に向かってチャレンジする、夢と希望にあふれた季節です。卒業した先輩達は色々な
分野で活躍しています。せっかく同じ学校で学んだのですから、気軽に同窓会（宮桜会）を頼って下さい。卒業
した時から君達も宮桜会の会員なのですから。待っています！

　今回は、4月12日（日）行われた県議会議員選挙に当選した宮崎日大高校卒業生です。

　3月20日（金）に県内から各支部長が
集まりホテルメリージュにて支部長会が
開催されました。新年度の支部活動や日
大ワッショイなどのスケジュール内容等
を話し合いました。
　支部を統合して、組織強化が今年度の
最優先課題です。宮桜会ホームページも
リニューアルし、昨年以上に充実した活動を行う予定です。
卒業生の皆様のご協力もよろしくお願いいたします。

宮桜会支部長会開催

学校法人　宮崎日本大学学園内　担当：松本光子
TEＬ（0985）39-1121  FAX（0985）39-7427　E-mail:info@miyaoukai.com

宮桜会事務局：

宮崎県議会議員（延岡市）

田口　雄二（12回卒）

宮崎県議会議員（宮崎市）

野﨑　幸士（25回卒）
「宮桜会」清武・田野支部　支部長

　宮崎日大高校の皆さん、また関係者の皆さん、宮崎県議会議員の
田口雄二です。この4月に行われました県議選延岡選挙区で、3回目の当選
をいたしました。今回の県議選では日大高校の後輩が２人も誕生し、心強い
限りです。今後とも母校に貢献出来ますよう努めてまいります。
　また最近の現役の生徒の皆さんのスポーツでの素晴らしい成績や、
また卒業生の各界各層での活躍には、大変頼もしく誇らしく感じている
ところです。
　さて宮崎県は、本年3月の東九州自動車道の福岡～宮崎間の開通で、
大きな転換期を迎え、すでに人や物の流れが大きく変わっています。この
高速道を活用して東九州メディカルバレー構想等を推進して企業誘致や、
魅力ある観光開発をすすめ、地域間競争に負けない力強い宮崎づくりして
いかなければなりません。更なる宮崎の活性化に努めてまいります。
　結びに宮崎日大高校の益々のご発展と関係各位の更なるご活躍をお祈り
申し上げます。

宮崎県議会議員（宮崎市）

日高　陽一（27回卒）

　私は、日大高校時代は野球部に所属していました。社会人として生きていく為の、挨拶力・
忍耐力を学びました。卒業後は、アメリカへ留学。その後、人を喜ばせるのが大好きでアメリカ・
ロサンゼルスの旅行会社に就職しました。
　現在はピーマンを作りながら日本の食糧自給率を上げる為に日々頑張っています。今、
私達の暮らす日本では、人口がどんどん減っています。しかし、世界に目を向けると一日に
20万人、2日間でこの宮崎市と同じ人数の人口が増えています。世界では食糧不足・水不足が
既に始まっているのです。そんな中、世界の中で低いと言われている日本の食糧自給率を、
この農畜産県の宮崎は支えています。しかしその宮崎の基幹産業の農業が後継者不足・ＴＰＰ
など、大変な状況にあります。その宮崎の一次産業を支えたく、今回県政にチャレンジしました。
　宮崎の県民の皆さんは気づいてない方が多いのですが、宮崎は全国でもトップクラスの
快晴日数・日照時間があり、他県よりも美味しくて栄養価のある安心安全な農畜産物があります。
その宮崎の宝物を、県外はもちろん海外にも発信していきます。
　他にもたくさんの問題があります。地方創生・超高齢化・少子高齢化など・・・特に、少子高齢化。
私達は4人で1人の高齢者を支えています。今、みなさんの多くの友達は卒業後、進学・就職で
県外へと進みます。しかし、将来はこの宮崎で就職したい！宮崎で家庭を持ちたい！そんな
故郷を作りたいと思います。

後輩の皆さんへ
　今から皆さんの前には、沢山の壁が立ちはだかると思います。ある先輩の言葉で、「挑戦して
失敗することを恐れる必要はない。一番恐れないといけないことは、挑戦をせず後悔すること
だ。」という言葉があります。これから、沢山の壁にチャレンジして大きな社会人へとなってくだ
さい。そして、この宮崎の地で活躍されることを期待します！！！
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山下啓一郎

井上　貴晶

黒木　唯男
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富岡　浩二

日高　葉子

若杉　盛二
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野﨑　幸士

紙屋　正嗣

三角　太作
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菊池　正敏

橋本　基将

会　長

黒木　洋一（4回卒）

副会長

金丸　哲朗（3回卒）

副会長

日髙　三朗（4回卒）

副会長

桃井　敏行（14回卒）

副会長

門川　祐宏（8回卒）
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各支部によるイベント
支部長会
宮桜会総会

支部活動
●
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●
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年４回日大通信の発刊
日大ワッショイ！
三役会
各種イベント
(同窓会や、ビジネスセミナー、異業種交流会）

宮桜会ホームページ　http：//www.miyaoukai.com/
詳しくはホームページをご覧下さい！

第1回 日大ワッショイ！にて

プロフィール
1987年（昭和62年）　清武中学校 卒業
1994年（平成　6　年）　日本大学 理工学部 卒業
2007年（平成19年）　清武町議会議員 初当選
2010年（平成22年）　宮崎市との合併により、宮崎市議会議員となる。

・和太鼓一座 心響鼓DON座長
・和太鼓塾 和伝 塾長

プロフィール
平成元年　宮崎市立住吉中学校卒
平成　4　年　宮崎日本大学高等学校２７回卒
平成　9　年　ナショナル・アメリカン　ユニバーシティ卒
平成　9　年　米　イースト　ウインド　ツアーズ入社
平成12年　帰国　就農

宮崎市清武町船引2364-14
Te l/Fax：0985-85-6143
E-ma i l：info@koushi-nozaki.com

宮崎市大字塩路2761-1
http://www.hidaka-yoichi.com/

プロフィール
昭和49年　延岡市立東海中学校卒
昭和56年　日本大学法学部経営法学科　卒業
昭和59年　旭化成 ㈱　入社
平成 3 年　 米澤 隆衆議院議員　秘書（11年間）
平成15年　延岡市議会議員　1期
（現職）
宮崎県議会議員（平成19年より　現3期）
民主党宮崎県連会長（平成25年より）
宮崎県定時制・通信制高校教育振興会　副会長（平成19年より）
旭化成（㈱（休職中）
（その他）
在学中は柔道部（2段取得）
長男も宮崎日大高校・日本大学法学部卒

延岡市樫山町3-841-2　　電話：090-5021-7729
E-mail：gucci-yu@ma.wainet.ne.jp

議員を目指そうと思ったきっかけ
　25歳で和太鼓一座「心響鼓DON」を立ち上げ、色んな場所で色んな方 と々出会う中で旧宮崎
南養護学校（現みなみのかぜ支援学校）の障がいのある子ども達への指導をすることになり、
その保護者の方々の我が子のに対する将来への不安、思いを聞いた時に、何とかしてあげたい
と思いこれは、行政と政治の力だと判断し議員を志すきっかけになりました。
宮崎に対する思い
　少子高齢化が深刻な問題になっている宮崎県、温暖な気候、温和な県民性、素晴らしい自然
環境を活かし若者が定住し、安全安心に出産・子育てができる環境づくりを今していくことが
将来の宮崎を支え発展していくことになると思います。
後輩に送るエール
　自分を信じ、支えてくれる家族、友達、仲間を信じ、心折れることなく、決して諦めることなく何事
も、何度も挑戦すれば自分の思いは必ず形になります。
これから取り組むこと
「創　る」
　景気回復、障がい者を含む雇用対策、企業誘致、中小企業対
策に務め豊かな宮崎（県民所得向上）を創ります。

「守　る」
　大規模災害に強い環境整備、子ども達が関る悲しい犯罪を
無くす環境整備に努め生活の安全と財産を守ります。

「育　む」
　道徳心を育む教育を強化し、創造性豊かな人材育成に務め
世界に羽ばたく人材を創ります。

「繋げる」
　本県の意見・要望（地方の声）を国へ繋げます。将来を担う
子ども達にすばらしい自然、あたたかい風土、精神を繋げます。


